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序論　　　　　　　　　 　　　　　   　　　　 
1. 本研究について　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　 
1.1 研究背景
人が住むために作り出された空間は、否応無く住人の「病」性をも包容すること
になる。人が自らの住まいにおいて微細なレベルで取り組み続けるこの問題に対
して、岩倉での集団生活はその村落空間全体を変容させた。そこで、岩倉の人々
が「病」を受容するために構築した領域の特質を見出し、長期的生存のための普
遍的なヒントを得たいと考えた。

1.2 研究目的
本研究の目的は、「病」を受け容れる領域として需要が絶えなかった岩倉について、
その空間構造を明らかにすることである。本論文の分析結果をもって、「病」の
棲息可能な領域を設けるための一つの参照事例を提示する。

1.3 研究方法
①近世以前の「治療」の場所のバリエーションと、近代への過渡期に全国で統一
された「病」に対する法制度の変遷について、既往研究を基に整理する。（2章）
②岩倉における「病」の受容方法の変遷過程をⅠ期～Ⅴ期に分類し、既往研究を
基に整理する。その中で、岩倉の保養所を〈初期保養所〉〈中期保養所〉〈後期保
養所〉の 3種類に分類する。（3章）
③岩倉の建築物群の平面図・写真資料・数値情報を比較可能なように加筆・整理
する。（4章）
④③で作成した資料を基に、岩倉の村落領域を構築した各要素の特徴を分析し、
そこに変容が見出されればその理由を考察する。（5章）
⑤岩倉において「病」を受容可能にした要因を、空間構造の特性から見出す。（考察）

1.4 既往研究と本研究の位置付け
・加藤伸勝『地域精神医療の曙―京都岩倉村における実践』（金芳堂、1996）
京都府立医科大学教授の加藤伸勝による記述。大雲寺創建に始まり、岩倉での患
者の看護の衰退までを描いている。後半では、岩倉と同じく一般家庭で精神病患
者を預かっていたベルギーのギールというコロニーとの比較も行っている。
・中村治『洛北岩倉と精神医療―精神病患者家族的看護の伝統の形成と消失』（世
界思想社、2013）
中村は岩倉に生まれ、現在も岩倉に住む。中村治が研究する以前は主に精神科医
によって岩倉が記述されていたが、中村は長期にわたる資料収集・古写真の収集・
古老への聞き取りによって、より正確に事実関係を検証した。

●本研究の位置付け：本研究では、中村以前の研究者が言及しなかった図面資料
に着目する。有形物から読み取れる事柄を既往の文献研究や聞き取り調査の結果
と照らし合わせることで、岩倉をより詳細に理解する一助とする。

本論　　　　　　　　　 　　　 　　  
2. 日本における「病」への処遇の変遷　　　  　   
第 2章では、日本における「病」への処遇の全国的なあり様を
俯瞰した。

2.2 近世以前の「治療」の場所
近世以前の日本で「治療」が行われていた場所について、小俣
和一郎『精神病院の起源』（太田出版、1998 年）で提示された
3つの類型をまとめた。近世以前の「治療」の場所の一部は近
代的精神病院への地理的連続性を有しており、本研究の対象地
である岩倉もその例であることを確認した。

2.3 近代への過渡期における「精神病者」の居住空間
西洋式病院は明治維新に先立って開港地に移入し、西欧の軍医
による指導の拠点となった。一般病院については明治の早い段
階で建築計画の基準が共有された。翻って精神病院の成立過程
には地域差があり、共通認識を欠く中、各地で主に公立ではな
く民間による精神病院が増加した。その傍らで、自宅内で病人
を隔離するための私宅監置室が全国で普及した。

2.4 「病」をめぐる近代的法制度の変遷
精神病院の出現に伴う民間の様々な問題が浮上する度に、法制
度面での対応が急がれた。一方で、制度による新たな問題もそ
の都度生じた。
●精神病者看護法（1900 年）
精神病者の処遇を定めた日本で最初の法律。精神病者を私宅ま
たは精神病院に監置する際の手続きの方法と責任の所在を明確
にした。結果、病人に対する家族単位での責任が固定化された。
また、医学によって診断された病人を治安維持という趣旨によっ
て管理する体制が生み出された。
●精神病院法（1919 年）
貧困家庭の精神病者を救護し、公立精神病院に公費で収容する
ことを目標とした。公立精神病院の新設と並行して精神病者の
収容を急ぐためにも、代用精神病院制度が考案された。また、
監護の責任者が監護義務者（主に家族）から精神病院長へ移行
した。
●精神衛生法（1950 年）
敗戦後にGHQの指導のもと制定され、病院以外での精神病者
の監置を禁じた。以後、私宅監置やそのほか民間治療所におけ
る治療は姿を消した。

3. 岩倉における「病」の受容形態の成立過程　　　
第 3章では、江戸後期から戦前までの岩倉における「病」への
処遇の変容をⅠ期～Ⅴ期に分類し、既往研究をもとに整理した。

3.2Ⅰ期：茶屋（宿屋）での病人の宿泊（18世紀中頃～19世紀初頭）
大雲寺は境内に参籠人のための宿泊施設を設け、そこで百姓を
病人の世話にあたらせた。参籠に関する監督権は大雲寺に隣接
する実相院が握り、参籠人の受け入れ窓口は大雲寺境内の 4軒
の茶屋が担った。茶屋は次第にその権限を拡大させ、江戸後期
には「強力」と呼ばれる専業介抱人を雇い、独自に宿泊業務も
展開するようになった。明治初年には茶屋は「宿屋」と呼ばれ
ていた。

3.3 Ⅱ期：保養所の形成期（19世紀初頭～1870 年頃）
19世紀初頭に、大雲寺の茶屋のうち 2軒が病人を受け入れる宿
屋として境外に独立して開業し、後の保養所の先駆けとなった。
これら〈初期保養所〉は一貫して病人に対する西洋式治療行為
を行わず、あくまで旅館としての体制を保持した。また、宿泊
者の多くは富裕層であった。

3.4 Ⅲ期：精神病院の設立期（1870 年頃～1890 年頃）
日本で最初の公立精神病院である京都癲狂院が設立されると、
一旦は岩倉での病人の宿泊が禁じられたが、その廃院とともに
再び岩倉に病人が預けられるようになった。この時、新たに 2
軒の茶屋が宿屋として開業した。これら〈中期保養所〉は宿泊
費の減免に応じるなど困窮者への配慮も行い、簡便さを売りに
した。また同時期に、岩倉の有力者によって私立岩倉癲狂院が
設立された。

3.5 Ⅳ期：精神病院の発展期（1890 年頃～1920 年頃）
病人への監視体制を定めた精神病者監護法が制定された後も、
岩倉での病人の宿泊は黙認された。岩倉癲狂院はその発展とと
もに岩倉病院に改称し、移転後はさらに増築を繰り返した。

3.6 Ⅴ期：新興保養所の開業期（1920 年頃～1934 年）
岩倉に集まる病人の増加により、さらに保養所の開業が相次い
だ。これら〈後期保養所〉はそれぞれに独自の運営方針を掲げ
ており、中には岩倉の外から移り住み保養所を設立する者もい
た。また、岩倉病院・保養所・農家が連携して病人を預かる体
制も確立された。

4. 資料編　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 
分析に用いるために、以下の資料を作成または引用した。
・7軒の保養所の平面図（加筆）・写真資料・数値情報
・岩倉病院の平面図・写真資料・数値情報
・1930 年代の岩倉の集落復元略図（1:2000）

図1　保養所平面図への加筆例
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5. 岩倉の精神病療養環境の変容過程（幕末～） 
第 5章では、岩倉の村落空間の〈内↔外〉間を連続的に分析す
ることで、岩倉が領域として有していた形態的特質を見出すこ
とを試みた。分析では下記の手順に従った。
①主に平面図を基に岩倉の空間構成要素を抽出する。
②各要素について建築時期の違いによる変遷の傾向を分析する。

5.3 各建築物の空間構造の構成要素の分析
5.3.1 敷地内（屋内）の要素
分析要素：【客室／病室】【居間】【保養所一家の生活空間】
　全ての保養所において、それを運営する家族の生活領域が玄
関周りにあったことから、保養所は第一義として一家のための
家であり続けたと言える。居室に特別な設備はなく、病人は一
般的な民家と同様の和室で過ごしていた。室内には寝床となる
部屋だけでなく、多目的に使用されていたと考えられる部屋も
見受けられた。

5.3.2 敷地内（屋内外の境界）の要素
分析要素：【縁側】【鉄格子】
　岩倉の建築物群では、成立時期を問わず屋内外が縁側を介し
て積極的に接続されており、病人を居室に監禁する意思は感じ
られない。一方で、世話が楽な者に限定せずに病人を預かって
いた一部の〈後期保養所〉では、鉄格子を用いて部分的に開口
部を遮断することもあったが、脱走して行方不明になる恐れが
大きい子供を預かっていたことによる必要最低限の対応だった
のではないかと考えられる。

5.3.3 敷地内（屋外）の要素
分析要素：【樹林】【芝生・花壇】【池】【竹垣】

　〈初期保養所〉や［③岡山保養所］の本館では、縁側の巡らさ
れた日本庭園のような中庭が宿泊者の主要な屋外空間であった。
庭園は樹木で囲まれているが、監禁の効果はなく、むしろ樹木
が外部からの視線を適度に遮ることで中庭の快適性が増したと
考えられる。岩倉病院の設立以降は、芝生の庭が建物の外側を
囲むようになり、病人が保養所一家と共に作業をする場として
の性格が強められた。そこには貯水池やテニスコート、玄関へ
のアプローチなど、具体的な機能を持つ要素も付加された。
　このように岩倉では、「機能を有さない中庭」から「設備とし
ての外庭」への転換が見られた。これは、岩倉病院や〈後期保養所〉
が、既存の茶屋とは全く由来を異にする西洋式「治療」概念を
携えて建設されたことに起因すると考えられる。同時に〈後期
保養所〉からは、従来の保養所のような富裕層向けの旅館とし
ての性格は消失し、世俗化が起こっていたと言えるだろう。

5.3.4 敷地内外の境界の要素
分析要素：【塀・垣】【門・玄関】【鉄条網】

　〈初期保養所〉〈中期保養所〉では敷地内外の境界に多種多様
な塀・垣が置かれ、門がある場合は 2つ以上設けられた。後に
設立された岩倉病院と〈後期保養所〉では単一の塀・垣が巡ら
され、門も 1つにまとめられた。この変化と並行して、〈初期保
養所〉で門と並列関係にあった玄関が、〈中期保養所〉以降は門
の内側に後退し、従属化した。それでも〈後期保養所〉に至るまで、
病人が玄関を通らずに居室から直接敷地外へ出る経路は絶たれ
なかった。

　保養所において敷地内外の境界が全体として単一化へ向かっ
たことについては、次の 3つの解釈が同時に考えられる。
　①精神病者監護法の制定に伴い、私宅監置の場合と同様に、
保養所にも病人への監視を強める責任が求められるようになっ
た。
　②富裕層に限らず受け入れた〈後期保養所〉になると世話の
苦労が増し、保養所が疲弊しないためにも出入り口を 1つに絞っ
て監視を強める必要があった。
　③保養所一家と病人が 1つの同じ門を通るようになったとい
う事実に、宿泊客を家族同然に扱う姿勢が表れている。たとえ
警察の監視を受けてやむをえず鉄条網を取り付けたとしても、
保養所一家が「監置」という姿勢を取ることはなかったからこそ、
病人は変わらず自室から直接外へ出ることができた。

5.4 岩倉の村落空間の俯瞰的分析
　病人は村内の各所にて、農作業の手伝いなどを日常的に行っ
ていた。〈初期保養所〉〈中期保養所〉は岩倉川下流から大雲寺
に向かうまでの道沿いに建てられたが、〈後期保養所〉も含める
と岩倉病院を中心に村の周縁に散らばった配置になった。

5.5 岩倉の村落空間と外部との接続
叡山電鉄の開通により、岩倉の従来の地理的隔離性は薄れたと
言える。

6. 考察　　　　　　　　　　　　　　　　　  
近代化日本に登場した精神病院の空間構造は、〈治療者↔患者〉
〈監視者↔被監視者〉の二項対立的な関係を、閉鎖的な一重の境
界で包囲するものだった。
一方で岩倉は、様々な要素が重なりあった多層的な領域を成し
ていた。さらに、各層はそれぞれ閉じきっておらず、居住者は
それらの間を自由に行き来できた。岩倉の滞在者にとって、〈内
↔外〉の間に横たわる連続的空間は、自らの「病」性の受容と
否定との間の葛藤を有形の生存領域を与えるものだったと言え
るだろう。

ただ一方で、岩倉の後期の保養所では、　設立の理念は多様化し
たにもかかわらず、空間構造の面ではむしろ画一化へ向かった
ようにも見える。ここに、あくまでも旅館として営業していた〈初
期保養所〉〈中期保養所〉が示す「選択的に離れられる「家族」性」
から、治療共同体としての性格を帯びた〈後期保養所〉が示す「回
帰すべき「家族」性」への価値観の変化が見られたと考察した。

7. 結論　　　　　　　　　　　　　　　　　  
岩倉では、その多層的な空間構造によって〈治療者↔患者〉の
二項対立的枠組みが西洋式病院と比較すると曖昧化されたうえ
に、「病」に対して多くの方向性を提示する有形の場所が同時期
に並存していたため、転地先としての需要が絶えず、長期的に
持続したと結論づけた。
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図 3　筆者作成
図 4　筆者作成
表 1　「保養所平面図」（同書）をもとに筆者作成
表 2　「保養所平面図」（同書）をもとに筆者作成

表 1　敷地内（屋外）の要素

図 2　岩倉の建築物群における庭の変容

図 4　1930 年代の岩倉の集落復元略図

図 3　敷地外部と居室の接続関係
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表 2　敷地内外を隔てる要素

/


